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　近年、工業製品の意匠はますます洗練され、金型形
状も複雑になっている。金型の表面はより多数の曲面
で構成され、機械加工に時間がかかる形状となってい
る。その一方で、低コスト化やリードタイムの短縮も
求められ、金型生産を取り巻く環境は厳しさを増して
いる。
　一般に金型の機械加工時間は、中仕上げ・仕上げが

占める割合が大きい。これらの加工ではボールエンド
ミルやラジアスエンドミルが用いられているが、滑ら
かな加工面を得るためには、パス間の幅（ピッチ）を
小さくとる必要があることから、パス数が膨大となり、
加工時間がかかる。
　本稿では、金型の中仕上げ・仕上げ加工の短縮を目
的とした製品群「TungBarrel（タング・バレル）」
シリーズ（図1）について紹介する。

タング・バレルシリーズ
　タング・バレルシリーズは、主切れ刃に工具半径よ
りも大きなR（バレルR）を付与してあることが最大
の特徴である（図2）。主切れ刃に工具半径と同じ大
きさのRを付与してあるボールエンドミルと比較し
て、理論上のパス間の段差（カスプ高さ、図3）を同
等とした場合には、ピッチを大きくとることができる
ので高能率な加工が可能となる（図4）。ピッチを同
等とした場合には、タング・バレルはボールエンドミ
ルよりもカスプ高さが小さくなり、滑らかな加工面が
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図 1�　タング・バレルシリーズ　［（左より）ソリッド・
マイスター、タング・マイスター、ボール・フィ
ニッシュ・ノーズ、アド・フォース・バレル］

加工面品位を向上
させる大きなR

図 2　バレルR




